
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 「住宅改修の手引き」のご利用に当たって　････････････････････････････････････P1

■　介護保険「住宅改修費の支給」制度　････････････････････････････････････P2

１．介護保険住宅改修費の概要　････････････････････････････････････P4

２．対象となる住宅改修の種類及び内容　･･････････････････････････P5

３．住宅改修に関する注意点　･･･････････････････････････････････････P6

４．住宅改修費の算定上の留意事項　･････････････････････････････････････P6

５．受領委任払い制度　･････････････････････････････････････････P6

６．申請の手順(償還払い）　･････････････････････････････････････P7

７．申請の手順(受領委任払）　･･･････････････････････････････････････P8

８．住宅改修費の申請に必要な書類　･･････････････････････････････････P9

■　申請書類の作成要領　･･･････････････････････････････････P10

・ 住宅改修が必要な理由書　･･･････････････････････････････････････P12～16

・ 見積書、工事内訳書　････････････････････････････････････････････P17

・ 図面、領収証、工事写真　･･･････････････････････････････････････P18～２3

■　石巻地区の住宅改修における関係者の役割と流れ　･････････････････････････････････････P24

・ 石巻圏域の住宅改修フロー図（詳細）　･･････････････････････････P26～29

・ 石巻圏域の住宅改修フロー図（概要）　･････････････････････････････････････････P30

■　苦情相談窓口及び申請書類提出先　････････････････････････････････････P31

目 次

石巻市・東松島市・女川町

介護保険 住宅改修の手引き

介護が必要になっても、住みなれた自分の家で暮らしたい。

そのためには住まいの改善が大事なポイントになります。
介護保険では、利用者の自立支援のために住まいの問題点を少しでも改善して住
みやすい環境に整備する場合、「住宅改修費の支給」という小規模な改修にか
かった費用の９割又は８割相当額（限度額内）が支給される制度が設けられてい
ます。

平成 21年度版 
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■  介護保険「住宅改修費の支給」制度
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介護保険制度の「住宅改修費」概要は次のとおりです。

　

　

　

　

①　転居して住所が変わる場合

改めて支給限度基準額に達するまで住宅改修費の支給が受けられます。

住宅改修費の支給対象となる住宅は、要支援・要介護者が居住する（被保険者証
記載の住所）お住まいの住宅が対象となります。申請の際には改修を予定している
住宅と被保険者証の住所の確認をしてください。

住宅改修費の支給を受けるためには、工事を行う前に保険者に申請をする必要がありま
す。工事を始めた後に申請を行った場合には住宅改修費が支給されませんの
でご注意願います。

被保険者の身体の状況に合わせ、居宅生活を営みやすくするという目的でなけれ
ば、住宅改修費の該当工事であっても保険給付として認められません。
 （例 : 利用者（被保険者）が使用しない部屋への手すりの取り付け、扉の変更等）

項 目 内 容

対 象 と な る 住 宅

住 宅 改 修 の 必 要 性

対 象 者

要支援・要介護認定申請を行い、要支援１～２・要介護１～５と認定された方が
対象となります。
（注）
　１．要支援･要介護認定の申請前、要介護認定有効期間外に住宅改修を
　　　行った場合は、保険給付対象外となります。
　２．要支援・要介護認定の申請中に改修した場合は、認定結果がおりて
　　　から住宅改修費が支給されます。
　　　（認定結果が非該当になってしまった場合は支給されません。）

事 前 申 請

利 用 限 度 額
( 支 給 限 度 基 準 額 )

　以下のどちらかの用件に該当した場合、過去に住宅改修費の支給を受けている方でも、支給限度基準
額が２０万円まで利用できるようになります。

住 宅 改 修 の 種 類

【平成１１年厚生省告示第９５号】
　①　手すりの取付け
　②　段差の解消
　③　滑りの防止及び移動の円滑化のための床又は通路面の材料の変更
　④　引き戸等へ扉の取替え
　⑤　洋式便器等への便器の取替え
　⑥　その他①から⑤の住宅改修に付帯して必要となる住宅改修

要支援・要介護度に関係なく、居住する住宅に対し、介護保険受給者１人当たり２
０万円までです。
（１回の改修で使いきらず、数回に分けて利用することも可能です。）

　※　原則としてかかった費用の９割又は８割が住宅改修費として支給され、１割
　　　又は２割は自己負担となりますので、最大１８万円又は１６万円
　　　まで支給されます。
　※　利用限度額（２０万円）を超えた額については全額自己負担になります。

(転居前の住居について支給限度基準額の残額があっても、転居後の住居については持ち越されず、２０万円までと
なります。）

１．介護保険住宅改修の概要

要支援・要介護者の心身の状況と住宅の状況などから判断して、
住宅改修が必要と認められる場合に保険給付の対象となります。

☆ 再度２０万円まで利用できる場合
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住宅改修を行う場合には、次の点にご注意願います。

　　　（５）及び（６）の具体的な例

支給申請に当たっては、次の点に留意してください。

　住宅改修費について、費用の全額を施工業者へ支払った後に払い戻し（償還払い）が
受けられますが、その工事費用の支払に困っている方は、受領委任払い制度を利用する
ことにより、当初から１割又は２割の金額で住宅改修を行うことができます。
　この制度を利用する為には、保険者（市町）へお問い合わせ願います。

着工後において、事前申請した内容と異なる改修が必要になった場合は、すみやかに保険者（市町の介護保険担
当者）へご連絡願います。

（４）

（１）

（２）

（４） 要介護者等が自ら材料を購入し、本人･家族等により住宅改修が行われる場合は、材料費の購入費が支給対象と
なります。

（６） 住宅改修完了前に要介護者(利用者）が死亡した場合は、死亡時に完成している部分が支給対象になります。

住宅改修完了前に要介護者(利用者）が様態の急変等により入院し、退院の見通しがつかない場合は、要介護者
(利用者）が入院するまでに工事が完成した部分が支給対象になります。

（５）

住宅改修の前提として行われた設計および積算費用は、実際に住宅改修が行われた場合には住宅改修費の支給対
象となります。（実際に住宅改修が行われなかった場合は支給対象となりません。）

住宅を新築する場合は支給対象となりません。増改築の際の、廊下の拡幅にあわせた手すりの取付け、便所の拡
張に伴う和式便器の洋式便器への取替えは、手すりの取付けや便器取替えの費用に限って支給対象となります。

複数の要介護者等が同一住宅に居住し、複数の要介護者等についての住宅改修が行われた場合には、各要介護者
等に有意な範囲を特定し、申請の対象となる住宅改修の範囲が要介護者等の間で重複しないようにします。

（５）

（３） 支給対象となる住宅改修と併せて支給対象外の工事も行われた場合、対象部分の抽出･按分等の適切な方法で支
給対象費を算出します。

居宅（被保険者証の住所）にいないとき（施設入所中（介護保険施設サービス適用中）や病院に入院中（医療保
険適用中））は原則申請できませんので、必ず事前に保険者（市町）へ相談してください。

住宅の新築や新たに居室を設ける場合などの増築は対象になりません。（３）

個人の資産形成につながらない比較的小規模な工事が前提です。支給対象となる住宅改修については、「支給対
象となる住宅改修の種類及び内容」を参照してください。すべての住宅改修に対して住宅改修費が支給されるわ
けではありませんのでご注意願います。
（例えば、古くなった床を新しくするなど、単なる老朽化に伴う住宅改修は認められません。）

（１）

（２）

３．住宅改修に関する注意点

４．住宅改修費の算定上の留意事項

５．受領委任払い制度

退院の見通しがつかない入院・死亡日

死亡日等未完成部分(給付対象外）

入院中に工事が完成し退院しないまま死亡(給付対象外全額自己負担）申請取り下げ

死亡日等工事完成部分(給付対象）
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７．申請の手順(受領委任払）

① 被保険者（利用者）が介護支援専門員（ケアマネジャー）又は地域包括支援センター等に
改修内容が支給対象かどうかを相談し､住宅改修が必要な理由書の作成を依頼してください。

② 本人・家族・介護支援専門員・施工業者と打合せ、見積を行う。
★ 改修前の状況がわかる写真（撮影日の入ったもの）を撮影します。⇒21～23ページ参照
注）段差解消の場合は、何かを置いて高さがわかるようにしてください。

③ 保険者（市町）に住宅改修費の「事前申請」を行う。
介護支援専門員等から必要書類を保険者へ提出
【提出書類】
１ 住宅改修支給申請書
２ 住宅改修が必要な理由書 ⇒9,12～16ページ参照
３ 住宅改修に要する費用の見積書 ⇒9,17ページ参照
４ 住宅改修の完了予定の状態が確認できるもの

（便所・浴室・廊下等の箇所ごとの改修前と改修後（予定）の状態を、写真や簡単な図
で示したもの） ⇒9,18～20ページ参照

★ 住宅改修前の写真（改修箇所ごとの撮影日がわかるもの）を添付⇒21～23ページ参照
５ 住宅の所有者の承諾書

（住宅改修を行った住宅の所有者が、当該利用者でない場合に提出する。）

６ 受領委任確認書（石巻市）・介護保険住宅改修費等受領委任払いに係る委任状（東松島市）

④ 保険者（市町）が提出された書類等により、保険給付として適当な改修か否かの確認を行う。

⑤ 保険者（市町）が審査を行った後に施工の可否を教示（利用者・施工者）する。

⑥ 施工・完成、被保険者（利用者）は施工者に工事代金（1割又は２割）を支払う。

⑦ 保険者（市町）に住宅改修費の「事後申請」を行う。
介護支援専門員等から必要書類を保険者（市町）へ提出
【提出書類】
１ 住宅改修に要した費用の領収書（工事代金の1割又は２割分の領収書）⇒9,18ページ参照
２ 工事費内訳書 ⇒9,17ページ参照
３ 住宅改修の完了の状態が確認できる書類等

（改修前、改修後の日付入りの写真を添付）
★ 住宅改修後の写真（改修箇所ごとの撮影日がわかるもの）を添付⇒9,21～23ページ参照

⑧ 保険者（市町）が提出された書類等により、工事が適切に施工されたか否かの確認を行う。

⑨ 保険者（市町）が審査を行い支給が必要と認められた場合は「支給決定」を行い、施工者へ
通知し、指定口座へ振り込む。
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■  申請書類の作成要領
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● 「理由書」(本様式）のねらい

● 作成の流れ

『住宅改修が必要な理由書』作成に当たって

　理由書は､手順に従って作成しながら住宅改修のプランを検討するために収集すべき必要な

情報が何かがわかるように構成しています。

　理由書審査にあたっては､住宅改修後の暮らし方を明確にすることからはじまり、生活活動､

動作レベルの具体的状況を把握し､最終的に改修項目や改修箇所を明確にしていきます。

○　生活改善の目標から住宅改修の方針決定までには段階があり、その段階を追って作成できる。

○　生活活動ごとの個々の生活活動に着目することで幅広く生活全般をチェックすることができ、
　困難な生活活動の改善のための方針に沿って、改修項目を具体化することができる。

○　住宅改修の目的を明確にすることができ、その目的を達成できたのかの評価を改修後に行う
　ことができる。

理由書作成の流れ

理
由
書
（
P
1
）
に
記
載

理
由
書
（
P
２
）
に
記
載

■総合的状況

■改善しようとし

ている生活活動

ごとの生活活動

レベルでの具体

的な困難な状況

■動作レベルを改

善するための住

宅改修の方針

■改修項目

(改修箇所)
住宅改修

の実施

動作の

変化

生活動作(排泄・入浴・外

出・団らん･食事など）の自

立性（あるいは可能性・安

全性）の変化

暮らし方(生活目

標・活動・参

加）の変化

住宅改修の実施による日常生活の変化

具体的課題の

解決を明確化

・現状の把握

・目標の設定

住宅改修をする際に、現状の問題を整理し、目的を明確にする

ことで、効果的で納得のいく住宅改修が実現します。

問題点の整理

住宅改修の実施により利用者の動作の変化を促し、それにより生活活動の自立性の

変化が促進されます。そして、最終的には利用者の生活目標などの暮らし方の変化

を実現することにつながります。

「介護支援専門員(ケアマネジャー）のた

めの「住宅改修が必要な理由書」作成手

引」((社）シルバーサービス振興会・日本
介護支援専門員協会）より引用し一部改編
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　留意点１　　利用者・家族の生活上の希望について、総合的に把握する。

作成に当たっての留意点と記入要領（Ｐ１）

P1－①：利用者の身体状況

・利用者の状況は、日常的に接していない者には見えにくい場合もあります。

→健康、疾病、日常生活動作等については利用者の了解のもと、主治医やリハビリテーションの

専門職(理学療法士､作業療法士など)､担当の訪問看護師などから情報を得ることも有益です。

→特に疾病の状況把握については､利用者本人の生活の基調をなすものなので､関孫機関と十分な

連絡を取り合う必要があります。

P1－②：介護状況

・どういう介護(サービス)が提供されているかが住宅改修の必要性を判断する上で重要となります。

→各種介護サービスの利用状況を始め､家族の介護(見守り含む)の状況も記述します。

→住宅改修を行うことにより、どのような介護状況が想定されるかの記述もあるとさらによいで

しょう。

P1－③：住宅改修により、利用者等は日常生活をどう変えたいか

・介護給付の場合であれば、居宅サービス計画書第1表にしたがって、介護支援専門員が専門家の

立場から利用者や家族の希望を把握する必要があります。（居宅サービス計画書第１表の中で、

住宅改修に関して援助方針の記述があればそれを転記してもかまいません。）

・利用者、家族の希望をよく踏まえた上で、リハビリテーションなどの専門家の意見も提供した上

で、利用者、家族が納得する内容を取り入れましょう。利用者、家族の希望だけを取り入れて行

った住宅改修では、自立支援としての効果が認められないものも少なくありません。

→利用者と家族の希望が必ずしも一致しているわけではないので、十分な情報収集が必要とな

ります。

→利用者、家族の希望を把握した上で、利用者の身体状況や介護・住環境の状況を踏まえ、住

宅改修の必要性や目的・方針について専門職の立場からの意見を示し、利用者がそれを理解

し、納得した上で自己決定を行うことができるようにすることが重要です。

P1－④：福祉用具の利用状況と住宅改修後の想定

・福祉用具との関係から、どういった改修が行われるかを判断するための項目です。

→改修前及び改修後に想定される福祉用具を可能な限りチェックして下さい。

→介護保険で給付される福祉用具に限ったものではありません。

→改修工事で取り付ける手すり、スロープは含みません。

・利用者の生活状況や介護状況を改善するためには、住宅改修と福祉用具を組み合わせて一体的に検

討することが重要です。

→利用する福祉用具によって、スペースの確保や段差解消の必要性が異なります。

→手すりとつえをどのように使い分けるかなど、具体的な生活動作の必要性に応じてリハビリテー

ションの専門職等に確認します。
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住
宅

改
修

が
必

要
な

理
由

書

＜
基

本
情

報
＞

被
保

険
者

番
号

年
齢

生
年

月
日

明
治

大
正

　
　

　
　

　
年

　
　

月
　

　
日

昭
和

性
別

　
　

□
男

　
　

□
女

平
成

　
　

年
　

　
月

　
　

日
作

成
日

資
格

（作
成

者
が

介
護

支
援

専
門

　
　

　
　

員
で

な
い

と
き

）

確
認

日

氏
　

名

改
修

前
改

修
後

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

□
□

平
成

  
　

  
  
 　

年
　

　
  
  
  
 月

　
  
  
  
 　

日

福
祉

用
具

の
利

用
状

況
と

住
宅

改
修

後
の

想
定

利
用

者
の

身
体

状
況

作 成 者

現
地

確
認

日

氏
名

連
絡

先

所
属

事
業

所
要

介
護

介
護

状
況

住
宅

改
修

に
よ

り
、

利
用

者
等

は
日

常
生

活

を
ど

う
変

え
た

い
か

＜
総

合
的

状
況

＞

１
　

・
　

２
　

・
　

３
　

・
　

４
　

・
　

５

保 険 者

平
成

　
  

　
年

　
  

　
月

　
 　

 日
評 価 欄

利 用 者

要
介

護
認

定

（
該

当
に

○
）

要
支

援

1
　

・
　

2

住
所

　
　

　
　

歳

被
保

険
者

氏
名

●
特

殊
尿

器

●
手

す
り

●
ス

ロ
ー

プ

●
歩

行
器

●
歩

行
補

助
つ

え

●
車

い
す

●
特

殊
寝

台

●
床

ず
れ

防
止

用
具

●
体

位
変

換
器

・ ・

　
（
Ｐ

1
）

●
入

浴
補

助
用

具

●
簡

易
浴

槽

●
そ

の
他

・●
認

知
症

老
人

徘
徊

感
知

機
器

●
移

動
用

リ
フ

ト

●
腰

掛
便

座

●
立

ち
上

が
り

や
バ

ラ
ン

ス
の

保
持

、
移

動
と

い
っ

た
生

活
動

作
に

関
す

る
身

体
状

況
を

記
述

す
る

。

●
室

内
の

移
動

方
法

（
つ

か
ま

ら
な

い
で

歩
け

る
・

つ
た

い
歩

き
・

介
助

歩
行

・
つ

え
や

歩
行

器
利

用
・

車
い

す
介

助
な

ど
）

は
必

ず
記

述
す

る
。

●
さ

ら
に

、
屋

外
に

関
す

る
改

修
を

す
る

場
合

は
、

屋
外

の
移

動
方

法
も

必
ず

記
述

す
る

。

●
各

種
介

護
サ

ー
ビ

ス
だ

け
で

な
く

、
家

族
の

介
護

も
含

め
た

介
護

状
況

を
記

述
す

る
。

●
見

守
り

程
度

の
状

況
で

あ
っ

て
も

、
そ

の
内

容
を

記
述

す
る

。

●
利

用
者

や
家

族
が

住
宅

改
修

に
よ

っ
て

現
在

の
暮

ら
し

を
ど

の
よ

う
に

変
え

た
い

の
か

、
あ

る
い

は
継

続
し

て
い

き
た

い
か

を
、

専
門

職
の

判
断

も
踏

ま
え

た
上

で
、

総
合

的
に

記
述

す
る

。

●
こ

れ
ま

で
の

生
活

歴
を

踏
ま

え
、

利
用

者
は

ど
の

よ
う

な
社

会
参

加
を

し
て

い
き

た
い

か
を

記
述

す
る

。

●
具

体
的

な
改

修
方

針
や

改
修

項
目

は
「

P
２

」
に

記
述

す
る

。

●
「

そ
の

他
」

の
欄

に
は

、

住
宅

改
修

に
関

連
し

た
介

護
保

険
給

付
対

象
外

の
福

祉
用

具
を

記
入

す
る

。

●
福

祉
用

具
の

利
用

状
況

と

と
も

に
、

改
修

後
、

利
用

が
想

定
さ

れ
る

福
祉

用
具

を
レ

点
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

記入要領 P1

P
1

－
①

P
1

－
②

P
1

－
③

P
1

－
④
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　留意点２．改善しようとする生活動作を明確にして、具体的に何に困っているかを
　　　　　　記述する。

　留意点３．住宅改修により、生活上どのような点が改善されるのかを明確にして、
　　　　　　具体的にどのような住宅改修なのかを記述する。

作成に当たっての留意点と記入要領（Ｐ２）

P２－①：改善をしようとしている生活動作

・”入浴動作”と記述しただけでは、何をどう改善したら良いかわかりません。浴室内での移動に

問題があるのか、浴槽の出入りに問題があるのかでは改修の内容が大きく変わります。

・改善したい動作をより具体的に把握することで、初めて改修方針が見えてきます。

→そのためには、訪問介護員や訪問看護師等から情報を得ましょう。

→可能であれば、利用者本人や介護者に、普段の一連の生活動作を再現してもらってもよいで

しょう。

P２－②：具体的な困難な状況

・困難な状況を具体的に記述しないと、どうすべきなのかという方針につながりません。

→利用者本人の心身状況や動作

→介助方法

→居住環境の現状

※例えば「寝室～トイレに段差が多く、つたい歩きでは不安」でも少し具体化されましたが、

さらに「寝室と廊下、廊下とトイレに各3cm程度の段差があり、つまづきやすい」などと

具体的に状況を記述すると、改修の方針が定まりやすくなります。

P２－③－１：改修目的・期待公課

・住宅改修を行うことによって、困難な状況の改善にどのように役立つのか、改修の目的と期待

する効果を明確にします。

・明確にしないと、行った改修が本当に利用者のためになったのか、モニタリングがうまくでき

なくなります。

→目的や効果を明確にすることで、利用者や家族も納得して住宅改修に取り組むことができま

す。

P２－③－２：改修の方針

・改修目的、期待効果に沿ってどのような改修工事を行うのか、また困難な動作や状況がどのよ

うに改善されるのか、改修の方針を具体的に記述します。

→施工者や、必要に応じてリハピリテーションの専門職等とともにプランを検討します。

→現場を訪問して、改修箇所を確認します。

→また、可能であれば、利用者に実際に動作をしてもらって確認するとよいでしょう。

→その際、福祉用具の利用も考慮します。

P２－④：改修項目（改修箇所）

・改修内容を工事の種類ごとに整理します。

→整理をすることで、住宅改修費の支給対象となるものと、そうでないものとを確認すること

ができます。
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活 動
①

改
善

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
生

活
動

作
②

　
①

の
具

体
的

な
困

難
な

状
況

（
・
・
な

の

で
　

・
・
で

困
っ

て
い

る
）
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

④
  

改
修

項
目

（
改

修
箇

所
）

□
ト

イ
レ

ま
で

の
移

動
□

で
き

な
か

っ
た

こ
と

を
で

き
る

□
手

す
り

の
取

り
付

け

□
ト

イ
レ

出
入

口
の

出
入

　
　

よ
う

に
す

る

　
　

　
　

　
　

　
（扉

の
開

閉
を

含
む

）
□

転
倒

等
の

防
止

、
安

全
の

確
保

□
便

器
か

ら
の

立
ち

座
り

（移
乗

を
含

む
）

□
動

作
の

容
易

性
の

確
保

□
衣

服
の

着
脱

□
利

用
者

の
精

神
的

負
担

や

□
排

泄
時

の
姿

勢
保

持
　

　
不

安
の

軽
減

□
後

始
末

□
そ

の
他

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）
□

そ
の

他
（　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
浴

室
ま

で
の

移
動

□
で

き
な

か
っ

た
こ

と
を

で
き

る

□
衣

服
の

着
脱

　
　

よ
う

に
す

る

□
浴

室
出

入
口

の
出

入
□

転
倒

等
の

防
止

、
安

全
の

確
保

　
（扉

の
開

閉
を

含
む

）
□

動
作

の
容

易
性

の
確

保
□

段
差

の
解

消

□
浴

室
内

で
の

移
動

（立
ち

座
り

を
含

む
）

□
利

用
者

の
精

神
的

負
担

や

□
洗

い
場

で
の

姿
勢

保
持

　
　

不
安

の
軽

減

　
　

　
　

　
　

（洗
体

・洗
髪

を
含

む
）

□
介

護
者

の
負

担
の

軽
減

□
浴

槽
の

出
入

（立
ち

座
り

を
含

む
）

□
そ

の
他

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
浴

槽
内

で
の

姿
勢

保
持

□
そ

の
他

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
出

入
口

ま
で

の
屋

内
移

動
□

で
き

な
か

っ
た

こ
と

を
で

き
る

□
引

き
戸

等
へ

の
扉

の
取

替
え

□
上

が
り

か
ま

ち
の

昇
降

　
　

よ
う

に
す

る

□
車

い
す

等
、

装
具

の
着

脱
□

転
倒

等
の

防
止

、
安

全
の

確
保

□
履

物
の

着
脱

□
動

作
の

容
易

性
の

確
保

□
出

入
口

の
出

入
□

利
用

者
の

精
神

的
負

担
や

（扉
の

開
閉

を
含

む
）

　
不

安
の

軽
減

□
便

器
の

取
替

え

□
出

入
口

か
ら

敷
地

外
ま

で
の

□
介

護
者

の
負

担
の

軽
減

屋
外

移
動

□
そ

の
他

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

□
そ

の
他

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

□
で

き
な

か
っ

た
こ

と
を

で
き

る

　
　

　
よ

う
に

す
る

□
滑

り
防

止
等

の
た

め
の

床
材

の
変

更

□
転

倒
等

の
防

止
、

安
全

の
確

保

□
動

作
の

容
易

性
の

確
保

□
利

用
者

の
精

神
的

負
担

や

　
不

安
の

軽
減

□
介

護
者

の
負

担
の

軽
減

□
そ

の
他

□
そ

の
他

（　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

  
  
＜

Ｐ
１

の
「
総

合
的

状
況

」
と

踏
ま

え
て

、
①

改
善

を
し

よ
う

と
し

て
い

る
生

活
動

作
②

具
体

的
な

困
難

な
状

況
③

改
修

目
的

と
改

修
の

方
針

④
改

修
項

目
を

具
体

的
に

記
入

し
て

く
だ

さ
い

。
＞

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

(Ｐ
２

)

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

そ の 他 の 活 動

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

③
改

修
目

的
・
期

待
効

果
を

チ
ェ

ッ
ク

し
た

上
で

、
改

修
の

方
針

（
・
・
す

る
こ

と
で

　
・
・
が

改
善

で
き

る
）
を

記
入

し
て

く
だ

さ
い

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

  
  

住
宅

改
修

が
必

要
な

理
由

書

入 浴 外 出排 泄

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

　
（
  
  
 　

　
　

　
  
  
 　

　
　

　
）

●
改

善
を

し
よ

う
と

し
て

い
る

具
体

的

動
作

に
つ

い
て

レ

点
チ

ェ
ッ

ク
を

す

る
。

●
今

回
改

修
の

対
象

で
な

い
項

目
に

は

レ
点

チ
ェ

ッ
ク

す

る
必

要
は

な
い

。

●
入

浴
・

排
泄

・
外

出
活

動
に

関
し

て
、

浴
室

・
ト

イ

レ
・

玄
関

ま
で

の

移
動

に
つ

い
て

は

各
活

動
の

欄
に

レ

点
チ

ェ
ッ

ク
す

る
。

（
た

だ
し

、
こ

の

場
合

、
移

動
に

つ

い
て

各
活

動
(排

泄
・

入
浴

・
外

出
・

そ
の

他
）

に

共
通

す
る

内
容

は
、

②
に

お
い

て
、

例
え

ば
「

排

泄
」

の
欄

の
み

に

記
述

し
、

各
活

動

の
欄

に
重

複
し

て

●
生

活
動

作
で

困
っ

て
い

る
こ

と
、

問
題

点
に

つ
い

て
、

そ
の

状
況

や

介
護

の
状

況
を

具
体

的
に

記
述

す

る
。

・
本

当
は

･
･
･
し

た
い

の
だ

が
、

実
際

に

は
･
･
･
し

か
で

き
な

い
の

で
、

･
･･

に

つ
い

て
困

っ
て

い
る

よ
う

に
具

体
的

に
記

述
す

る
。

・
「

動
作

」
の

レ
ベ

ル
（

例
え

ば
、

「
立

ち
上

が
る

」
「

歩
く

」
「

車
い

す
を

押

す
」

「
ま

た
ぐ

」
「

段
差

昇
降

」
「

扉

を
開

閉
す

る
」

な
ど

）
で

、
そ

れ
が

ど

の
よ

う
に

困
難

な
の

か
を

具
体

的
に

記

述
す

る
。

・
改

修
案

の
検

討
の

際
は

全
て

の
活

動
に

つ
い

て
チ

ェ
ッ

ク
が

必
要

だ
が

、
理

由

書
で

は
改

善
し

よ
う

と
す

る
活

動
の

記

述
の

み
で

よ
い

。

・
生

活
の

ど
の

場
面

、
ど

の
動

作
が

利
用

者
・

介
護

者
に

と
っ

て
大

変
な

の
か

、

動
作

の
流

れ
に

沿
っ

て
一

つ
ず

つ
見

極

め
る

こ
と

。
寝

た
き

り
な

ら
ば

「
座

位
が

保
て

る
か

」
、

歩
行

が
で

き
れ

ば

「
段

差
を

超
え

ら
れ

る
か

」
な

ど
に

つ

い
て

も
確

認
す

る
。

・
①

の
レ

点
チ

ェ
ッ

ク
と

②
の

コ
メ

ン
ト

の
両

方
を

合
わ

せ
て

利
用

者
の

状
況

が

伝
わ

る
よ

う
に

す
る

。

●
①

②
を

記
入

し
、

現
状

の

問
題

点
を

踏

ま
え

た
上

で
、

改
修

目
的

の

項
目

を
レ

点

チ
ェ

ッ
ク

す

る
（

あ
て

は

ま
る

も
の

全

て
に

）
。

●
各

活
動

の
困

難
事

項
を

改
善

す
る

た
め

に
、

ど
の

よ
う

な
改

修
を

行
う

の
か

、

そ
の

方
針

を
記

述
す

る
。

・
改

善
方

法
は

「
つ

か
ま

れ
る

所
を

作
る

」
「

つ

ま
ず

か
な

い
工

夫
」

「
立

ち
上

が
り

の
際

の
支

え
を

確
保

す
る

」
な

ど
の

表
現

で
も

良
い

。

・
段

差
解

消
の

場
合

は
、

「
敷

居
を

撤
去

し
て

平

ら
に

す
る

」
「

か
さ

上
げ

」
「

敷
台

設
置

」

「
ス

ロ
ー

プ
設

置
」

な
ど

の
よ

う
に

具
体

的
に

記
述

す
る

。

・
一

つ
の

改
修

項
目

が
複

数
の

目
的

の
た

め
に

行

わ
れ

る
場

合
は

ま
と

め
て

記
述

し
て

も
よ

い
。

・
具

体
的

手
段

に
つ

い
て

は
利

用
者

や
家

族
は

も

ち
ろ

ん
、

住
宅

改
修

の
専

門
家

(リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
技

術
者

や
建

築
技

術
者

）
と

一
緒

に
考

え
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

例
）

・
床

か
ら

○
○

c
m

に
手

す
り

を
設

置
す

る

こ
と

で
～

・
廊

下
と

ト
イ

レ
の

○
c
m

の
段

差
を

改
修

す
る

こ
と

で
～

●
様

々
な

角
度

か
ら

検
討

し
、

決
定

さ
れ

た
改

修
内

容
の

項
目

(住
宅

改
修

の
種

類
）

を
チ

ェ
ッ

ク
し

、
内

容
を

記
述

す
る

。

●
改

修
箇

所
は

、
場

所
だ

け

で
な

く
「

手
す

り
」

で
あ

れ
ば

、
「

便
器

横
壁

面
」

等
そ

の
取

付
位

置
や

寸
法

等
具

体
的

に
記

述
す

る
と

よ
い

で
し

ょ
う

。

●
「

そ
の

他
」

の
欄

に
は

必

要
に

応
じ

た
付

帯
工

事
を

記
述

す
る

。

●
「

そ
の

他
の

活
動

」
の

欄
に

は
「

排
泄

」
「

入
浴

」
「

外
出

」

以
外

の
活

動
の

生
活

動
作

を
記

述
す

る
。

(例
え

ば
「

調
理

：
台

所
ま

で
の

移
動

」
や

「
洗

濯
：

洗
濯

機

か
ら

の
洗

濯
物

の
取

り
出

し
」

な
ど

P
２

－
②

P
２

－
③

-
１

P
２

－
③

-
2

P
２

－
④

記入要領 P２
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・手すり施工位置(高さ）の確認ができないもの

　確認できるよう撮影されたもの

良い例 悪い例

手すりの取付け（トイレ）

　設置位置が確認しがたいもの

段差の解消（玄関・式台の据付）

　できるように撮影されたもの 　位置が確認できないもの

・部分的に撮影されており便器の位置及び手すり

・撮影日が確認できる ・撮影日が確認できないもの

手すりの取付け（廊下）

・ローカ全体が撮影され手すり施工位置（高さ）が

・撮影日が確認できる ・撮影日が確認できないもの

・玄関の段差が確認でき式台据付位置の確認が ・玄関の段差の確認ができない事に加え式台据付の

工事写真（事前申請）

・撮影日が確認できないもの・撮影日が確認できる

・トイレ全体が撮影され、手すりの設置箇所の

　確認できるよう撮影されたもの

2009/10/08

2009/09/17

2009/10/30
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工事写真（事前申請・事後申請）

【事前申請・改修前】 【事後申請・改修後】

手すりの取付け（トイレ）

・段差の確認ができる ・式台の取り付けの確認ができる

・撮影日が確認できる

段差の解消（玄関・式台の据付）

・撮影日が確認できる

手すりの取付け（玄関）

・同じアングルから撮影され施工前後の確認ができる例

・撮影日(施工前後の状況)が確認できる

・同じアングルから撮影され施工前後の確認ができる例

・撮影日(施工前後の状況)が確認できる

2009/10/08

2009/10/08

2005/02/14 2005/04/15

2009/10/30

2009/11/02

2009/11/05

良い例
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・同じアングルから撮影されているが、手すりの長さの確認ができないもの

・撮影の方向（向きが反対方向から撮影されている）が違い施工箇所の確認ができない例

・施工前後が確認できないもの

手すりの取付け（廊下）

・施工後の写真がぼやけ施工箇所が確認しがたい例

・撮影日が確認できない例 ・撮影日(施工後の状況)が確認できない例

・写真がぼやけ施工箇所の確認ができないもの ・写真がぼやけ施工の状況が確認できない例

手すりの取付け

工事写真（事前申請・事後申請）

【事前申請・改修前】 【事後申請・改修後】

手すりの取付け（トイレ）

・撮影日(施工前後の状況)が確認できない

2005/10/08

2009/10/30 2009/11/02

悪い例
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■ 石巻圏域の住宅改修における関係者の役割と流れ
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H22.4.1現在

・ ・ ・

・ ・

・
・
・
・

・
※

・
・

・
・

・

・
・

・
・

・
・

・ ・

は被保険者（利用者）の自立支援のために特に重要な過程及び役割等

１　利用者、家族、サービス提供
　　者、病院関係者などからの相

　　談・申込みを受理

１　利用者、家族、サービス提供
　　者、病院関係者などからの相

　　談・申込みを受理

２　アセスメント・ニーズの把握

知識技術：
利用者の動作を分析する。
改善したい動作と改修目的・方法に整合性
がある、妥当な改修案を立案する。
利用者や家族が共通の認識を持つことがで
きるように調整する。

役割：
利用者に希望する施工業者を確認する。
住宅改修の施工業者を提示し、選定してもら
う。

４　施工者の選定・決定

理 由 書 作 成 者
（ケアプラン作成者）

役割：
相談を受ける。

３　改修内容・場所等の検討

役割：
利用者の身体状況把握
ADLの把握
PT、OTからの情報収集
利用者、家族からの要望の把握
（施工箇所）
福祉用具関連情報の提供
必要時はPT、OT、看護師、ソーシャルワー
カー、医師、サービス事業所等に相談する。

１　利用者、家族、サービス提供
　　者、病院関係者などからの相

　　談・申込みを受理

５　利用者，ケアプラン作成者，施工者など関係者による改修内容の検討
（※　石巻市　受領委任払いについて検討）

石 巻 圏 域 の 住 宅 改 修 フ ロ ー 図  （ 詳 細 ）

役割：
利用者の動作確認
改善したい動作が改善できるような改修案の
立案（改修目的の明確化）

知識技術：
介護保険「住宅改修費の支給」制度の知識

保 険 者　（ 市 町 ）施　工　者

知識技術：
相談に対応するための知識・経験

役割：
利用者やケアマネｰジャーからの相談に対応
する。

役割：
相談や申し込みがあった場合には、ケアマネ
ジャー又は保険者に相談するよう話す。

役割：
利用者、家族、関係者による検討を行う。
施工者に対して、当事者の身体状況及び日
常生活の動作状況、改修の趣旨を理解して
もらえるよう、丁寧に説明する。

知識技術：
専門知識や用語の使い方の相違によって生
じる誤解を避けるため，口頭での指示は避
け，必ず図面やスケッチ，文章により指示す
る。特に，寸法については，必ず記録を残
す。

役割：
利用者、家族、関係者による検討を行う。
施工に関するアイディアを提供する。

知識技術：
施工材料（手すり、ドア、レール、床材等）・施
工方法・費用等に関する知識

再検討
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・

・

・

・
・

・
・

・

○

・

・

・

・

・

・

　
・

○

・

・

・
・

・
・
・

・
・

※

・

・

・

※

・

理 由 書 作 成 者
（ケアプラン作成者）

７　改修案の提示・決定

役割：
利用者、家族、関係者で改修案を決定する。
改修案の特徴や利点・欠点，見積書についての

説明を行う。

保 険 者　（ 市 町 ）施　工　者

知識技術：

一案にまとめようとすることは避け，考えられる複
数の案の特徴や利点・欠点を十分に把握する。

「７　改修案の提示」の前段階では必ずしも一案
にまとめる必要はない。

役割：
利用者、家族、ケアプラン作成者から提案された
内容について、専門的な見地から施工箇所の確

認及び内容の確認
（本来は設計担当者が検討すべき事項）
条件を考慮し，何通りかの案を作成して比較し，

必要に応じて融合して提示案をまとめる。

６　工事内容の検討

役割：
利用者、家族、関係者で改修案を決定する。
作成した改修案について提示し，利用者，家族が

改修後の生活のイメージができるように手助けを
する。必要に応じて，改修案の修正を行う。

知識技術：
改修内容についての認識に相違が生じないよう

に調整する。

１１　事前申請内容の確認
　　　（利用者保護）

９　事前申請書類の作成
（図面・見積書・写真）

（※　石巻市　受領委任に関する委任状）

８　事前申請書類の作成
（申請書・承諾書・理由書）

（※石巻市　受領委任に関する確認書）

役割：
施工箇所の図面の作成

施工材料、施工方法を検討した上で、見積書の
作成
　（本来設計担当者がすべき項目）

　（作成後利用者への説明及びケアプラン作成
者に提出）

知識技術：
依頼者の予算に合わせた施工の提案ができる。
わかり易い見積書、図面の提示ができる。

役割：
住宅改修が必要な理由書への記載

理由書に改修の必要性や何に支障があるかを明
確に記載
見積書や図面から工事の内容についての把握

専門的な視点から改修の必要性の有無について
記載
申請書類の誤字・脱字に注意

判断がつかない場合は、保険者へ確認

１０　事前申請書類調整・提出

役割：
申請（提出）書類の精査

介護保険居宅介護（予防）住宅改修費支給申請
書
住宅所有者の承諾書（住宅改修を行った住宅の

所有者が当該利用者でない場合）
工事費見積書
工事箇所ごとの日付入り写真

現状図面
改修後の図面（平面図及展開図）
住宅改修が必要な理由書

その他参考資料（リハビリ査定書等）
受領委任払いの場合は，受領委任確認書
(石巻市），介護保険住宅改修費等受領委任払い

に係る委任状(東松島市）

石巻市：受領委任払い・償

役割：
申請書及び承諾書の記載内容確認

　→記入漏れ、要介護認定状況、過去の改修状
況の有無、住宅の所有者、申請者住所の確認
住宅改修が必要な理由書の記載内容確認

　→身体状況・介護状況から改修内容が妥当で
あるか改修箇所の必要性の確認
見積書・図面・写真内容の確認

　→改修箇所の写真（写り、状況が判断できる
か）、対象箇所が図面に全て記載されているか、
現状との対比見積りの内容が理由書の改修項

目（改修箇所）ごとに記載され、保険対象部分が
明記されているか

石巻市は、事前訪問しない事例もある。

東松島市・女川町は

知識技術：
申請書を審査する知識、理由書から住宅改修の

必要性を判断する知識・経験、改修費用を判断
する知識・経験

再検討

各市町介護保険担当へ

(石巻市では総合支所で対応可）
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・
・

・
・

・

・

・
・

※

・
・

・

・
・

・

※

・

・

・

・

・

・
・

・ ・
・

※

・

・

・ ・

・
・

役割：
工事の流れ、設置場所等の確認
見積書、図面、写真等の不備があった場合の内

容説明と再提出
施工材料、仕様等を保険者に説明する。

知識技術：

資材工法に対する豊富な知識と経験
コストパフォーマンスとわかり易い説明

役割：
申請書類、見積内容、理由書について内容確認
と説明

制度説明と住宅改修完了までの流れを説明
対象者の身体状況と動作の確認（本人がいる場

合）
実施状況：
　　石巻市は、１か月に３件程度実施。

　　東松島市・女川町は、全件実施。

知識技術：

介護保険適用の可否を判断する知識・経験

１６　工事実施

１３　事前申請受付通知

役割：

書類の事前審査及び事前確認訪問による状況
確認により、保険給付が適当と判断した場合、被
保険者（家族）に対し、工事開始許可の通知を行

う
通知方法：
石巻市は、ケアプラン作成者に書面通知。

　（理由書に証明印があるものをコピー）
東松島市・女川町は、事前訪問同席者に口頭通

知。

知識技術：
介護保険適用の可否を利用者、家族等への説

明を行う知識

理 由 書 作 成 者
（ケアプラン作成者）

施　工　者 保 険 者　（ 市 町 ）

１２　事前確認訪問　（関係者同席）

役割：
改修箇所の説明
対象者（介護者）への動作説明

知識技術：
マニュアルに対応した写真撮影技術
提出書式による書類の知識

役割：
施工完了を確認する。

役割：

利用者と据付位置を確認しながら実施する。

知識技術：

安全確実な施工技術
施工計画の確認、及び説明

１４　改修工事許可の内容を
　　　利用者と施行業者に報告

役割：

指摘事項を施工業者に伝達
今後の流れの確認

１５　利用者との契約

役割：
利用者との契約締結後工程について協議する。

知識技術：
契約（書式等）に対する知識

契約内容の確認、及び説明

役割：

施工部位（品質・強度・位置）等の確認
利用者利用状況の確認

必要によって再工事を実施する。

知識技術：
安全確実な施工技術

施工計画の確認及び説明

役割：

改修箇所の確認、本人の動作確認

１８　施工完了

役割：
施工が完了したら、施工後の写真を撮影する。

１７　施工完成確認　・　動作確認　・　動作指導
（※ 追加工事の可否については保険者に確認）
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　（※ 女川町のみ実施）

理 由 書 作 成 者
（ケアプラン作成者）

役割：
申請（提出）書類の精査
介護保険居宅介護（予防）住宅改修費支給申請

書
工事費内訳書（請求書）
改修箇所の日付け入り写真

（改修後の状況が確認できるもの）
領収書（被保険者名義）

役割：
工事費内訳書の確認（事前申請との比較等）
施工箇所の確認及び日付けの確認

領収書（金額、宛名、施工事業者等）の確認

２１　支給申請書類整理・提出 ２２　支給申請内容の確認

　　２５　モニタリング・評価
　　　　（１～３ヶ月以内に訪問）

２４　住宅改修費の決定・支給

保 険 者　（ 市 町 ）

１９　支給申請書類の作成
　　（申請書）

２０　支給申請書類の作成
　　　（内訳書・写真・領収書）

役割：
介護保険居宅介護（予防）住宅改修費支給申請

書の作成

役割：
工事費内訳書（請求書）

改修箇所の日付け入り写真
（改修後の状況が確認できるもの）
領収書（被保険者名義）

知識技術：
提出書類の知識

迅速な事務処理技術

施　工　者

２７　　終　　了

役割：
改善したい生活動作が改善されたのか、改修目

的が達成されたのか確認する。

役割：
１１、２２、２３で提出された完了届の書類審査 →

支給決定
審査依頼（国保連）→支給決定
被保険者に介護保険償還支払決定通知を送付

指定口座に振り込み

２６　施工者への結果報告

役割：

モニタリング終了後、施工者に利用者の状況に
ついて報告する。
（今後の住宅改修に活かしてもらうため）

役割：
完了確認訪問に立ち会う。

役割：
　（被保険者等、ケアプラン作成者立ち会い）

改修工事について
事前申請で提出された改修工事の内容通りの改

修がなされているかの確認
請求書（内訳書）に記載されている物品を使用し
ているか、部品の数等が請求通りか確認

被保険者等に対して
改修費支給までの流れ及び、今後の住宅改修
費支給制度の利用について説明

被保険者等から、使用状況を確認
領収書の提出に係り支払い状況を再確認
完了届の記入

知識技術：
施工箇所及び部材を確認できる知識

２３　完了確認訪問

各市町介護保険担当へ

(石巻市では総合支所で対応可）
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は被保険者（利用者）の自立支援のために特に重要な過程

１　利用者、家族、サービス提供者

　　などからの相談・申込みを受理

１　利用者、家族、サービス提

　　供者、病院関係者などから
　　の相談・申込みを受理

　

６　工事内容の検討   　　　再検討

９　事前申請書類の作成
（図面・見積書・写真）

１１　事前申請内容の確認

１３　事前申請受付通知

１５　利用者との契約

１６　工事実施

　　　再工事

２０　支給申請書類の作成
（内訳書・写真・領収書）

２２　支給申請内容の確認

２４　住宅改修費の
決定・支給

石 巻 圏 域 の 住 宅 改 修 フ ロ ー 図　（概要）

１８　施工完了

４　施工者の選定・決定

７　改修案の提示・決定

１０　事前申請書類の精査・提出

３　改修内容・場所等の検討

５　利用者，理由書作成者，施工者などによる改修内容の検討

１２　事前確認訪問（関係者同席）

１４　改修工事許可の内容を施工者に報告

利用者・家族
理由書作成者

（ケアプラン作成者）

２　アセスメント・ニーズの把握

２６　施工者への結果報告

保険者（市町）

２１　支給申請書類整理・提出

１９　支給申請書類の作成
（申請書）

１７　施工完成確認　・　動作確認　・　動作指導

※ 追加工事については、保険者に確認

２３　完了確認訪問　（※女川町のみ実施）

２５　モニタリング・評価
（１～３ヶ月以内に訪問）

H22.4.1現在

１　利用者、家族、サービス提供者、

　　病院関係者などからの相談・申込
　　みを受理

施 工 者

苦
情
相

談
対
応
・
助
言

８　事前申請書類の作成
（申請書・承諾書・理由書）

２７　終了
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（ＴＥＬ・ＦＡＸ市外局番０２２５）

・保険者（市・町）････

・理由書作成者････････

・設計者･････････････

・施工者･････････････

ＦＡＸＴＥＬ相談窓口及び申請書類提出先

住宅改修が必要な理由書により作成された図面に従い施工する方です。

 東松島市

〒987-1101
石巻市前谷地字黒沢前７番地
　保健福祉課

（ケアプラン作成者）

〒986-0313
宮城県石巻市桃生町中津山字江下10番地
　保健福祉課

〒986-0202
石巻市北上町橋浦字大須215番地（仮庁舎）
　保健福祉課

 女 川 町

保 険 者

牡鹿総合支所

河南総合支所

北上総合支所

〒986-8501
宮城県石巻市穀町14番１号
　健康部介護保険課

〒986-0195
石巻市相野谷字旧会所前１２番地１
　保健福祉課

72-2113

河北総合支所

桃生総合支所

 石 巻 市

〒986-1332
石巻市雄勝町小島字和田18番地１3（仮庁舎）
　保健福祉課

雄勝総合支所

92-5791

被保険者（利用者）の方で心身の状況や住宅の状況から住宅改修が必要かどうかを最終
的に判断する方です。

62-3684

57-2113 57-2502

62-2117

〒986-2523
石巻市鮎川浜清崎山7番地
　保健福祉課

住宅改修が必要な理由書により住宅の状況を把握し改修に必要な図面の作成や工事の管
理を行う方です。

主に介護支援専門員（ケアマネージャー）や地域包括支援センターの職員等が、利用者
の身体状況や介護状況から住宅改修により日常生活をどのように変えたいか。また、そ
の効果ついてを住宅改修が必要な理由書に取りまとめる方です。

〒981-0503
宮城県東松島市矢本字上河戸36番地１
　保健福祉部福祉課　介護保険班

〒986-2261
宮城県牡鹿郡女川町女川浜字女川１３６番地
　健康福祉課　介護保険係

95-1111

82-1392

67-2113 67-2141

45-2113

82-1111

54-3131

■ 苦情相談窓口及び申請書類提出先
住宅改修についてのご質問，関係者間の苦情等については，下記にご連絡ください。

53-5482

72-3747

76-2111 76-0028

45-2196

関連用語解説

介護保険制度で償還払いを基本としている理由

介護保険の給付水準については、必要に応じいくらでも給付するという考え方ではなく、標準的なサービスを提
供するのが基本とされ(ナショナル・スタンダード）、介護保険の給付水準を超える上乗せサービスや介護保険メ
ニューにない横出しサービス、自助努力や民間保険などで対応するのが基本です。したがって介護保険制度による
民間保険やボランティアなどによる私的なサービスを自由に組み合わせてできる混合介護を認める必要があるため
償還払い方が基本とされています。


